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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
秘
密
文
書
の
閲
覧
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
と
は
、
秘
密
の
指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般

に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
他
に
知
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
利
益
を
有
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
非
公

知
性
と
秘
匿
の
必
要
性
の
二
つ
の
要
素
を
具
備
し
て
い
る
事
実
を
い
う
も
の
と
解
し
て
お
り
、
秘
密
に
指
定
さ
れ
た
文
書
中

こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
含
ま
れ
な
い
部
分
を
関
係
職
員
以
外
の
者
に
閲
覧
さ
せ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
条
項
に
違
反
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
に
つ
い
て

秘
密
に
指
定
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
、
秘
密
の
箇
所
を
削
除
し
た
上
で
、
関
係
職
員
以
外
の
者
に
閲
覧
を
許
す
規
則
を
定

め
て
い
る
府
省
は
外
務
省
以
外
に
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
規
則
」
の
運
用
細
則
」
は
、
「
秘
密
文
書
で
は
な
い
が
、
当
該
事
務
に
関
与
し
な
い

一



者
に
み
だ
り
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
事
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を
慎
重
に
す

べ
き
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
「
取
扱
注
意
」
の
標
記
を
使
用
し
得
る
」
と
定
め
て
お
り
、
「
取
扱
注
意
」
に
指
定
さ
れ
た

文
書
は
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
規
則
」
（
平
成
二
年
外
務
省
訓
令
第
二
号
）
で
定
め
る
秘
密
に
は
該
当
せ
ず
、
当
該
文
書
の

内
容
は
原
則
と
し
て
国
家
公
務
員
法
第
百
条
の
「
秘
密
」
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
規
則
」
は
、
外
務
大
臣
が
発
し
た
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
十
四
条
第
二
項
に
い
う
訓
令
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に
い
う
「
上
司
の
職
務
上
の
命
令
」
に

該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
規
則
第
五
条
で
定
め
る
秘
密
保
全
管
理
者
及
び
秘
密
保
全
管
理
責
任
者
が
、
同
規
則
に
基
づ

く
秘
密
の
指
定
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に
違
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二


